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はじめに

 今日皆様にお会いできまして本当に嬉しく思

 います。現状報告を兼ねてどういう事をやって

 いこうとしているか説明したいと思います。

 河村先生のお話しの中でもお分りになったと

 思うのですけれども、昨今非常に我々を取りま

 く社会状況ですとか、色々な条件の変化が急速

 に起っております。そして今迄であれば、どの

 ような問題を解決する場合にも、1つの国の中

 で問題を解決していけばよかった訳ですけれど

 も、今後は1つの意思決定を下すにしても問題

 を解決するにしても、rつの国の中の枠組みの

 中にとどまっていられないようになりました。

 又、私達と患者との関係を見ましても、やは

 り世界の流れと言いますか、すう勢に影響を受

 けさ'るを得ない状況がやって来ていると思いま

 す。そういう意味で非常に近い将来どのような

 問題を取り組む場合にも、地球規模の意志決定

 が避けることのできないようになると思います。

 「BE」と「DO」

 図を書いて、中に「BE」と「DO」と、こ

 ういう分類をするこの円は、皆様にはもうおな

 じみの事だと思いますが、今日の状況の中で私

 達の活動を定義し、又評価していく場合には、

 「何々である」と言う私達の存在「BE」の為

 の条件と、「何々する」と言う活動する「DO」

 の定義と両方を考えていく必要があると思いま

(旺

 図1.

 す。(図1)

 言葉というものを定義しようとする場合、又

 その意味がどういう意味であるかをはっきりさ

 せようとする時に、特に短い言葉で表わそうと

 すれば、それが私達が日常何気なく使っていれば

 いる程、哲学的な考察をこわがっては、はっき

 りと意味づけができないと思います。

 実際、同じ事がこの2つの文字からなるrBE」

 とrDO」にも言えると思います。非常に短か

 く、一番頻繁に使っている言葉ですけれども、

 さて、ではrBE」やrDO」がどういう意味

 であるか説明しようとすると、非常に難しくな

 ってきます。

 例えば何々するという「DO」の同意語を探

 してみますと英語では簡単に9個や10個の同意

 語は出てきます。黒板に書いてあるものは極く

 代表的なものですけれどもこれ以上に沢山見つ

 かって参ります。

 このように同意語は色々ある訳ですけれども、
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 それぞれに強調する所が違っていたりニュアン

 スが異なっていますが、いずれも"'する"とい

 う事がその意味の中核に据えられています。ど

 のような辞書を見ましてもrDO」の同意語と

 して最初にのっているのがrPerform」という

 言葉です。

 何々をすると、行為を行うという場合にも、

 何を強調したいのか、何を使いたいのかという

 事によって、それに一番ふさわしい言葉を選ん

 でいけばいい訳で、rDO」の同意語としては、

 rPerform」の他に履行する、遂行するという

 意味のrExecute」とか、又達成する.完了する、

 効果を及ぼすなど色々なニュアンスを持った言

 葉があります。

 今、この円の中に書きました「BE」のこの

 部分は世界中の人間にとって最もふさわしい存

 在条件を意味していると、したいと思います。

 この「BE」というのはJJ何々であるt「とい

 う意味ですけれども、入間というのは「Human-

 Being」と呼ばれるように、我々が存在していく
 為にどういう関係をもたらしていったらいいの

 か、そういう存在する人間にとっての条件と言

 えると思います。

 もちろん人間の活動も、人間の存在という大き

 な枠組みの中で行われるものですから、私達は

 人間の活動がどういう役割を人間の存在条件に

 及ぼしていくのか、この2つの「BE」と「DO」

 の関係や、関わり方を定義していく事は非常に

 重要であると思います。

 この真中にある円を定義の円と呼びたいと思

 います。けれども従来それ程、このような人間の

 存在条件と活動の条件を定義しなくてはならな

 いという必要を感じる事は少なかったかも知れ

 ません。けれども、最近は特にそういった両者

 の関係をより明確にしていかなくてはならない

 という、外的な圧力を感じるようになってきた

 と思います。

 例えば、よく私達の間で使われております

 「Denta1HealthCare」であるとか、「Ora1-

 HealthCare」という言葉を考えてみたいと思い

 ます。このrHealth」という言葉は、健康な人

 間の存在条件lc関係する言葉ですし、rCare」と

 いうのは医療を与えたり、管理していくという

 人間の活動rDO」の分野の言葉です。ですか

 ら、ここでも人間の存在条件である健康とは何

 であるか、又その管理をどういうふうにしてい

 くのか、医療をどのようにしていくのか、存在

 条件と活動の条件との関わりを定義しなくては

 ならないと思います。

ゼロ

 定義の基本となるro」の概念

 例えば、このrCare」という言葉1っをとり

 あげましても、英語で持っているニュアンスと

 日本語でのニュアンスは異なります。日本語で

 はこの「HealthCare」の「Care」は健康管理の

 管理というふうに訳されていますけれども、そ

 れぞれの母国語によって少しずつニュアンスは

 異なっております。ですから母国語で対話を続

 けるとする限り、そういったニュアンスである

 とか、意味する所の違いというものが常に幣害

 となってくる訳です。

 このような定義を進めていく場合には、やは

 り1つの一環した概念に基づいて定義を進めて

 いく必要がある訳で、この人間の存在条件と活動

 の条件を統合する最も根本にある概念を、私達は
ゼロ

 's「0」の概念ttと呼んでおります。

 この「0」の概念をもとにしまして順次物事

 をすすめて行く訳ですが、規格もその1つであ

 ります。規格を行う場合には色々な数字が使わ

 れる訳ですが、ここで実際に使っていく上での

 「0」がどういう意味を持ってくるかを定義し

 たいと思います。「0」の概念に基づいて、我

 我の目標も、やはり「0」と設定する事ができる

 と患います。そして「O」に近づいていく為の

 色々な指標であるIndexなどが、「0」を使って

 いく事によって明確に定義されます。
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 このように「0」は、.例えば条件を意味する事

 もありますし、基準となる条件を意味する事も

 あり、又「0ポイント」と言えばXYZの座標

 の原点を意味することもあります。

 このようにして実際使っていく数字というも

 のが、一定の鑑別信号を与えられて、1つの意

 味を形成するようになります。例えば、私達の健

 康管理、医療の分野におきまして、世界全体の人

 類の健康を確立するという大目標と、地球の地上

 の人間1人つつの健康というものをどのように

 関連付けていけばいいのでしょうか?

 非常に膨大な目標と個人個人の問題というも

 のを関連づけようとする場合に、どういうrLan-

 guage」に基づいてそういったrConsensus(合

 意、一致)」を確立していくかということが一番

 大きな問題になると思います。

 もし母国語でそのような定義や規格化を進め

 ようとしましても、これはほとんどCornmuni-

 cationが不可能であると思います。ところが

 t'「0」の概念"というものをはっきりとふまえ

 て定義を進める場合には、例えば歯牙の1点とそ

 れから人間の安定や存続、又健康に関する大き

 な目標とを関連付けることも、「0」をもとに

 して行う事ができるようになります。

 人間のどのような活動を評価する場合にも評

 価の基準として「0」がはっきりと何であるか

 が最初に定義されていれば評価が客観点に可能
 になります。

 ぜロ

 「0」の概念から導ぴきだされる言語

 今日ご出席の皆様方もどなたも非常に長い間、
 臨床の場に経験をつんでこられておりますし、

 私達の研究に興味を寄せて来て下さった先生方

 ばかりだと思います。

 先生方は常に患者にとってどういった.治療を

 施すのが最も適切であるのか、それも治療を行

 ったその時点だけではなく一生涯に渡って、患

 者にとって最適なものは何であるか、常々関心を

 持ってこられたと思います。又、そういった患

 者にとって本当に最終的に恩恵がもたらされて

 いるといえる治療計画を作っているのかどうか、

 存在の条件「BE」の側面から治療というもの

 を研究し、又検討なさっただけではなく、治療

 の方法についても又「インスツルメント」や装

 置の使い方などについても一定のrLogic」があ

 るという事で、その原則に基づいて演繹的に正

 しいやり方というものを導いていく為に、「0」

 の条件とは何であるか、又「0ポイント」とは

 何であるか非常に熱心に長い間、私達に色々な

 角度から問題を提起して下さってきたと思います。

 先生方は、以前にトレーニングの中で学習し

 やすいようにという事で非常に長い言葉を、略

 語として憶えていただいた事と思います。例え

 ば、FRC(FacialRidgeCrest)、CC(Contour

 Crest)であるとかGMGx(GingivalMarginの

 Gポイント)そういったコードを非常に熱心に

 憶えていただいたと思います。例えば「F1」、

 「F2」、「F3」という分類もそうですけれども、

 いずれも非常に長い英語を最初のイニシャルだ

 けを取って略語化したもので、より理解しやす

 く、又コミュニケーションしやすいようにとい

 う事で憶えていただいたと思います。

 昨今、WHOが私達の研究している事に非常

 に興味を持つに到りまして、共同の色々な活動が

 開始された訳ですが、今後そういった英語をべ

 一スにした略称を引き続き使っていく事ができ

 ないと思います。

 例えば、「角」「F2」「Fs」という分類にして

 もFormという英語をもとに作られたコードで

 あるからです。英語をもとにした略称が、:世界に

 適応する色々な問題を解決していく場合には、ふ

 さわしくないという事が解り、より良いランゲ

 ージを模索するに到った訳です。

 新しい英語に変わるコードを模索する上でも

 まず根本にあるのは、`t「0」の概念"を基にした

 ものであることが必要です。tt「0」の概念"を
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 基にして、そして地球規模でどの地域にも不公平

 なく適応できるようなランゲージを開発すると

 いう事が、非常に大きなこれからの課題でありま

 す。又世界の情報ネットワークにおけるrPer-

 formance」を考える場合にも∫Performance」を

 定義していく上でのそういったランゲージが不

 可欠であると思います。

 又～歯科医療にとってrPer」iormance」の理

 論原則というものが最も大切な事であることは

 言うまでもないことです。

 SyltabiNumerica【Language

 今、真中の黒板に書きましたように私は色々

 なrPerformanee」に必要な情報を9つの数字

 の集合によって、全て規格、表現するように開

 発している訳です。

 私達はいわゆる母国語にとって変わるものと

 して使われているランゲージを、1.「SyllabiNu-

 merical-Language」と言っでいます。最初の

 「Sy11abi」と言うのは;一音節で真中の黒板に書
 いてあります様な、数字の意味を鑑別する為の鑑

 別信号です。全て一音節からなっているという

 ことで一音節の鑑別信号とプラス(+)数字から

 構成されているランゲージだということで、

 「SyllabiNumericalLanguaga」と呼ばれて

 おります(図2)。

 この一音節というのは、所謂母音だけで構成

 されているか、あるいは子音プラス母音で一つ

 の音節として成り立つものです。又、母音の中

 には、基本的な単母音が色々な言語の中で5種類

 鑑別されます。日本語も同様ですが、このra」

 「e」、「i」、「u」、'「o」という5つの単母音は、

 その他のランゲージにも広く使われているもの

 です。言語によって並び方は色々違いますが、

 ここで何故このような順番に並べているかと言

 いますと、舌の高さによってまず「a」という

 のは舌が一番リラックスして、口腔の中で低い

 位置にあるわけで、それから少し上ってre」
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1.,'Ta■

Z.'XYZTi-MeasurelnentinSpaceorTime
3.'FTaT
4.1Mo1
5.IMi■

 6,「Mel
7.IMu1

8.ITe■
 9.「Tol

一
 一Status&InterventionCode(RefertoFormatC)

-ReferenceNamesofEntitiesorParts

 -IMa「Referen⊂ePlanes,Lines,&Points
 -ReferenceNanesorSpecs.-Perf。n1Ler
 一門.lI-HardwareorParts

 一圏Me,ReferencePlanes,Lines,&Points
-StepofProcedureorReferenceA
-ElementsofProcedureSteps

 Theconsonant「叩「denotesspaceandlt,denotesenergy
 ortimeinsyllablesthatsignalnumericalmeanings。
PronounceMa,Me,Mi,Mu,Mo,Ta,Te,Toasinternational
 standardsound5ン1nbols.
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 となり、「i」の所で一番高くなります。

 次はru」はre」とru」も高さは同じな

 のですけれども、少し舌が喉の奥に引っこんで

 いるという事で、丁度舌は一番低い所からスタ

 ートして循環して又元に戻ると、そういう意味

 でこの順番に並べられております。

 「0」から「9」までの10個の数字、それぞ

 れの発音の仕方が各母国語にある訳ですけれど

 も、世界共通の、万国共通の発音の仕方を標準

 化するということは、まずrGlobal-Languagej

 を確立する上での第1歩だとすれば、これを英

 語読みにするのではなく、共通の読み方がいる

 訳です。この場合に、一音節で当てはめていこ

 うとしますと、単母音の数が5つで、鑑別する

 必要のある数字が10個ある訳ですから、この5

 つの単母音をまず2回同じように繰り返しまし

 て、それに非常に見分けやすい、聞き分けやす

 い子音をそれぞれ2個つつ与えてやって、それで

 一音節とすると、例えば口唇を破裂させること
 パぬビプ

 によって発音するrPa」、rPe」、rPi」、「Pu」、

 rPo」というfP」の音と、それから舌をはじい
ラレリル

 て発音する、例えばrLa」、FLe」、「Li」、ELu」,
ロ

 「Lo」という音、それを繰り返して、それぞれ

 「0」から「9」までの数字の発音とすると、

 そういった事が提案として考えられると思いま

 す。

0123456789
1111111111
PaPePiPuPoLaLeLiLuLo

 世界共通語としての数字の活用

 今説明致しましたグローバルな規格の為のラ

 ンゲージで、これから何人かの聴衆の先生方に

 お話して頂き'たいと思います。

 まだ今の段階では最終的に決めておりませ伽

 一27一



 が、英語以外のそういう標準の発音を割りふっ

 てやらなくてはならない大切な記号に数字の

 「十」、「一」それから私達が記録の中で使って

 おります「ポイント」があります。今、暫定的

 に、仮りに例えば「a」が「十」を「e」が「一」

 を意味するとしたいと思います。

 別述しましたように、「0」から「9」まで

 の数字も英語読みでない標準の読み方を与える

 事ができますけれども、今度はそれらの数字が

 それぞれの文脈の中で違った意味を持ってきま

 すから、その意味を鑑別する為の信号が必要に

 なってきますbそれが真中の黒板に書かれてお

 りますものです。(図2)

 まず我々の活動の効果に関係したものに、まず

 「Ta」、rMa」という2っの信号があります。

 それから、活動をコントロールしていく場合の

 信号に座標の「X」rY」「Z」rT」があります。

 又、それ以外に「Mi」、「Me」、「Mu」、「Mo」そ

 してrTθ」、rTo」とこれだけの信号があります。

 子音としては「ンー」というrM」の音と「ト

 ゥワ」というrT」の音が使われている訳です。

 いずれも「ンー」という音がっいている時は、ス

 ペースをもとにした意味が与えられております。

 rT」の場合にはエネルギーに関連じた意味と

 いうことになります。

 先生方の中にはご存知の方が多いと思います

 けれども、今「SIIndex」と呼んでおります口

 腔の所見や又、必要な治療を10項目に分類した

 Indexがあります。(図3)

 このうち「SlIndex」は「Ta」という信号で

 鑑別されます。ですから「Ta何々」'と言えば
 「SIIndex」の事を意味しますが、例えばそれ

 に先程の「0」から「9」までを「Pa」、「Pe」、

 「Pi」、「Pu」、「Po」、「La」、「Le」、「Li」、「Lu」

 「Lo」に当てはめて移し変えていきますと∫Ta

 ・Pa」と言うと、「Ta」の「0」という事ですか

 ら、口腔所見の記録という最初の項目を指示す

 るζとになります。

 活動の指標となるSIlndex

 rSIIndex」の中のrTa-Pe」と言いますと

 「ユ」の事ですから、セルフケアーの為の指導

 であるとか演習を意味します。

 次の「Ta-Pi」は「2」の事ですから所謂自

 分で行うのではなくて、教育、トレーニングを

 受けた術者による表面の管理、すなわちサーフ

 ェイスケアーの事です。例えばフッ素塗布であ

 るとか、歯石除去などが含まれます。

 次の「Ta-Pu」は「3」ですから歯牙の位置

 の矯正を意味します。「Ta-Po」つまり「4」

 は基盤と基盤から出ているものの界面の問題、

 歯科に移し変えますと、歯槽骨と歯槽骨から出

 ている歯牙、歯肉の単位との間の界面;Interfa-

 ceの問題、即ち歯周の治療という事を意味しま

 す。

 「Ta-La」は5ですからDentin-Enamelの修

 復治療です。

 今日は「Ta-Le」のスペシャリストの先生が

 おいでになっておりますが、「Ta-Le」の「6」

 は更に組織が深く浸襲を受けている歯髄の侵襲

 を含む歯髄の処理です。

 rTa-Li」の「7」は披歯を含む外科処置、

 rTa-Lu」の「8」は所謂固定式の補綴物、「Ta-

 Lo」の「9」は、可徹式の補綴物になります。

 このように「SIIndex」は「0」から「-1」

 までの間、10項目として分類されている訳です

 けれども、1つの自とした順序がある訳で、

 ̀`「0」の概念"に基づいて並べられております。

 t'「0」の概念"は所謂、治療のニーズが全く存在

 しない状態、言い換えるとIndexそのものがい

 らなくなった最終的な、究極的な健康が確立さ

 れた状態というものを、これすなわち"ro」の

 概念覗としている訳です。それと全く反対の状態

 が「-1」で、その間の「lndex」も「0」

 に近づけば近づく程、いわゆる侵襲度の少ない

 手順の誤りであるとか、他に及ぼす影響という
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ReferenceNamesofEntitiesorParts

a
O
1
2
3
4
5
6
7
8

M
O
O
O
O
O
O
O
O
O
1
2
3
4
5
6
7
8
9

1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
2
3
4
5
6
7
8
9

2
2
2
2
2
2
2
2
2

体
顎
顎

全腔口
上
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〃
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中切歯

側切歯

犬歯

 第1小臼歯

 第2〃

 第1大臼歯

 第2〃

 第3〃

上顎結節

中切歯

側切歯

犬歯

 第1小臼歯

 第2〃

 第1大臼歯

 第2〃

 第3〃

上顎結節

 }口腔全体

 }1顎単位

 %顎単位

 %顎単位
 (1歯単位)
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313233343536373839

1
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4
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4
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左下

〃

〃
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〃

〃
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右下

"

〃

〃

〃

〃

〃

〃

左側

03

中切歯

側切歯

犬歯

 第1小臼歯

 第2〃

 第1大臼歯

 第2〃

 第3〃

日後結節

中切歯

側切歯

犬歯

 第1小臼歯

 第2〃

 第1大臼歯

 第2〃

 第3〃

日後結節

19:18-14

 %顎単位
 (1歯単位)4g;48_44

08

 %顎単位
 (1歯単位)

 %顎単位
 (1歯単位)
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 L3-11°1～1-231、4里28,29
 一一一一一一一一一℃O一

 43-41」31-33134-38i39
07106.

02

 ものが少なくてすむ、より「0」に近い状態で

 あるという事が示されます・。

 「-1」の概念は「0」と全く反対の極に位

 置するもので、完全にケアー(医療)というものに

 依存していかなくては生存できないような自分

 で自分の健康を管理できない状態が続く、そう

 いった状態を表わします。

 ここでお気づきのように「SIIndex」はプラ

 ス(+)の値を持っているのがどれ1つありませ

 ん。全て「0」から「-1」までマイナス〔一)の値に

 なっている訳ですが、治療が必要であるという

 こと事態、どのような内容のものであっても、

 一29一



 マイナス(一)'の状態であるという意味で、こ

 れは広く捕えれば、人間の存在や存続、安全、

 健康に関する大きなrhldex」の中の一部とし

 て存在するものであって、「土0」の状態を達

 成していく為に、Indexを指標として活動を評

 価してもらいたいと思います。

 この「lndex」をもとにしまして.我々が行う

 全ての手順にかかる所要時間並びに記録すべき

 その他のファクター全てを記録することができ

 ます。

 「Ma」は身体の各部位に冠せられるシグナル

 次に「Ta」と「Ma」の関係についてお話し

 たいと思います。「Ma」というのは我々の活動

 の対称物の全体並びに部分を意味する信号であ

 りますけれど.も、健康管理の場合、・我々の活動の

 対称はもちろん人体です。ですから人体並びに

 その各部を意味する時、rMa」というシグナルが

 使われる訳です。この人体それぞれの部分を表

 わす数字の分類ですけれども、調べました所、

 長年アメリカの大学病院やその他の医療施設で

 広く使われており、1950年来使われている「ln-

 dex」が見つかりましたので、それを採用する事

 になりました。又、レントゲンの診断などに使

 われる人体の各部を表わした分類があります。

 通常「0」が所謂概念的な根本にある概念と

 して使われる場合には、最も最初に「0」が「1」

 の前に出てくる訳ですけれども、この「lndex」

 の中では「9」の次に「0」が出て来ていると

 いう事は所謂、概念としての意味を持つもので

 はなくて、あくまでも「9」の次の数字として

 並でられているにすぎないと思います。

 歯は身体の中の一部

 「1」.は頭蓋、並びにその内容物などの頭部

 とし、「2」を顔面、又顔面の筋肉、首、頸部、

 そして「3」を脊髄という風に人体を全部で10

 項目に分類しております。

 「2」のこの顔面の筋肉、頸部に更に副分類

 がっいておりまして…「2」の項目の副分類と

 して、「2ユ」は耳、側頭骨、「22」が眼球、眼窩

 という風に、副分類が更ICIO項目になっておりま

 して、「25」が私達に関係した番号です。

 この人体全体に割り当てられた分類の中で、

 歯牙、歯槽骨は「25」となっております。それ

 に従来私達が使っておりますFDIの歯牙番号

 及びそれを延長させたOlが上顎で02が下顎とい

 った番号がありますので、これを組み合わせる

 ことにより、人体全体の中での番号となります。

 例えば上顎右側中切歯ですと「2511」という事

 で、人体全体の中の番号として表わすことが出

 来ます。

 河村先生から少しお話しがあった顎関節はこ

 の分類の中では「244」になっております。上

 顎骨も「24」の中に含まれております。口腔内

 の軟組織、舌であるとか全ての軟組織は「26」

 の中に入っております。

 只今、この口腔内のコードと人体全体のコー

 ドをどのように統合していくかという分野でも、

 非常に積極的に研究を続けて下さっております

 アメリカのメリーランド大学のリース学長が今

 おみえになりましたので、御紹介したいと思い

 ます。

 メリーランドの歯学部の先生方は、現在非常

 に積極的にこのコードについて、これを実際の
 教育に実施する可能性について検討して下さっ

 ておりまして、おそらく今私達が提案しており

 ますランゲージを学生の教育に採用する最初の

 大学になるのではないかと思います。

 もちろんそれには慎重な準備やデーターの収

 集が必要ですし、その為に現在検討を続けて頂

 いている所です。

 今までこの口腔の中のコードを、人体全体でど

 のように統合していけばいいのかという事を長

 い間検討しておりましたけれども、幸い現在広

 く普及しておりますレントゲン診断の為の「In一

 一30一



 dex」がみつかりましたので、これを用いてい

 く事によって口腔内のコードも人体全体のコー

 ドの一部として非常にうまく統合されるように

 なると思います。

 このレントゲン診断の為の【ndexは、所謂診

 断の為ですから、解剖学のコードと病理の方の

 コードと両方ありますけれども、幸いなことに

 その2つを分けておりまして、解剖学コードの

 方は人体の分類だけを疾患とは切り離して取り

 扱っておりますので、私達の「Ma」の番号に

 とって非常によい基盤になるものだと思ってお

 ります。

 ですから概念だろうと、この「Ma」の関係

 をみましてもやはり全体を把握した中で定義が

 更に進められなくてはならないと思います。

 鑑別信号と数字の組合せにより全ての歯牙の

 表面が表せる。

 次に鑑別信号の順序ですけれども、必ずしも

 この順番通ゆ学習されるという訳ではないと思
 いますが、まず、「0」と「1」の概念というも

 のをはっきりと定義した上で、最初に学ばなくて

 はならないのは「Ta」の番号であろうと思いま

 す。そしてその次に「X」「Y」「Z」「T」とこれ

 は4次元的な知覚が可能になるように、又非常

 に自由に「X」rY」「Z」「T」の4次元のいずれ

 にっいてもコミュニケーションし、又、ランゲ

 ージとして使っていけるように、ある程度は高

 校などで座標というものを学習いたしますけれ

 ど、次にこの4つが必要であろうと思います。

 「Mo」の番号というのは今度はrMa」のそれ

 tLMo"一'`Ma"ReferencePlanes,Lines&Points

'`MoO"

MoOO

〃

〃

〃

〃

〃

〃

 口腔内における層の断面

 1
2
3
4
`
5
ハ
0

0
0
0
0
0
0

 軟組織の表面

 エナメル質

 デンティン、セメント質

歯髄

 じん帯

硬質骨

髄質

 ⑭歯肉口腔上皮

 ⑦歯根膜シャーピ線維束

 ⑧緻密骨白線硬固線

02

03

05

06

01

00

04

 図4.
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 それの各部の更に細かい副部類としてある訳で

 す。例えばrMo」の「0」の項目は所謂口腔の

 組織を断面としてみた場合に、一番表層から与

 えられている番号です(図4)。例えば「MoJ

 の「00」が粘膜歯肉で「Mo」の「01」がエナメ

 ルであるとすれば「Mo」の「02」は演繹的に

 考えて何でしょうか・…・・?

 十分に全てをグローバルなランゲージに置き

 換えることができれば、もう通訳もいらなくなる

 わけです。

 rMo」の「00」すなわちrMoPaPa」が粘膜歯

 肉、そして「01」すなわちrMoPaPe」はエナ

 メル質、では「MoPaPi」すなわち「02」は一

 体何を意味するのでしょうか?そうDentinで

 す。では次のrMoPaPu」:「03」は何でしょ

 うか?どなたか……?そう、Pulp歯髄で

 す。「MoPaPo」;「04」は?まず「0」が何

 であるか分かりますと、次に全部聞かなくとも

 演繹的に判るという事であります。口腔の中の

 歯牙が所定の場所に納まっている状態で考えて

 いただければいいんです・・・…。

 そう線維束又は歯根膜等です。

 「MoPaLa」は硬固線、白線.などそれから

 rMoPaLe」はそれから髄室骨となっておりま

 す。

 このボーダー番号は、「MoO」が今ご紹介し

 ました様に断面の層に与えられたそれぞれの番

 号ですけれども、それに始まって、最終的には

 歯牙や口腔内の一点に到達するように、その間

 の面(Plane)であるとか、面の一部、それか

 ら線(Line)、点(Point)と全てを表現できるよ

 うになっております。

 人体の中の一部としての歯牙の一点を、わずか

 に音声のシンボル2個と数字の数6個で表現す

 る事ができます。この番号は歯牙の中の一点を

 表わしている訳です。

 このランゲージシステムを適用・しまして、身

 体のその他の部分でも同じように一点を規格し

 たり、名前をつけたりすることができます。

 母国語であるとか、あるいはラテン語やギリ

 シャ語をもとにした解剖学用語に比べまして、

 そういった言葉であれば認識することすら不可

 能であるような正確な、緻密なレベルにまでこ

 のランゲージシリーズを使っていけば表現する

 ことができます。

 今までは解剖学用語に依存して教育が提供さ

 れてきた訳ですけれども、従来そのようなプラ

 スの価値があったものが、状況によってはマイナ

 スに転じるという事で将来を考えてみますと、従

 来の解剖用語をそのまま使っていくことはむし

 ろNegative(反対の)な影響が出てくると思い

 ます。どういった状況のもとで同じ一つの指標

 がプラスになったり、マイ・ナスになったり、あ

 るいは士0の中立な立場にあるかを見きわめる

 というのも"「0」の概念"にとって、非常に重

 要なポイントであると思います。

おわりに

 随分と難しい所からお話を始めましたので皆

 様お疲れと思います。

 もし時間が十分にありましたなら、'`概念の

 「0」"をもとにして、それぞれの数字の意味鑑

 別信号がどういう事を意味しているのか説明し

 た上で、いくっかの例をあげていきたいと思って

 いたのですけれども、時間がそろそろ来ている

 という事と次のお話はWHO口腔保健部門の部

 長であるDavidE,Barmes先生のお話ですの

 で、先生のお話の方が重要であるということで

 私の話は、又、機会を別にしまして将来先生方

 に説明する機会もあるかと思いますので、次に

 ゆずりたいと思います。

 本日ジュネーブのWHOの本部から口腔保健

 部門の部長であるBarmes先生をお迎えする事

 ができましたことは、私達にとって非常に大き

 な幸運でありますし、又Barmes先生は過去か

 ら現在、将来にわたっての口腔健康管理につい
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 て、非常に研究を深く進めてこられた方で、W

 HOの本部ではスタッフの数も限られておりま

 すけれども非常に地球規模の視野でもって、問

 題に取り組んでこられた方です。ですから現在

 の時代を考えてみますると、まさに適材適所で

 あり、そして我々の取り組んでいる問題は、今

 の時代に非常にふさわしい課題であると思いま

 す。私の方からも、どのような言葉をつくして

 もBarmes先生に来ていただいた事、感謝の意

 を非常に表し・たりないような気がします。

 ご清聴有難うございました。
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